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ヨコヅナクマムシ Ramazzottius varieornatus: 宇宙生物学の研究モデルとして

The tardigradeRamazzottius varieornatus: a model for astrobiological studies
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クマムシは乾眠とよばれる無代謝の乾燥状態に移行することで、極限環境耐性を示す生物として知られる。クマムシ
は、その環境耐性の強さゆえ、宇宙生物学研究を遂行する上で格好の材料であるが、これまで培養したクマムシを実験材
料として用いられることはほとんどなかった。今回我々は、クマムシの一種、ヨコヅナクマムシRamazzottius varieornatus
が藻類Chlorella vulgarisを餌として培養可能であることを報告する。本種の培養個体の乾眠能力を調査したところ、卵、
幼体、成体のいずれの発生段階においても乾眠に移行できることが分かった。さらに、乾眠状態の成体は-196Cの超低
温や 100Cの高温、99.8%のアセトニトリル、1 GPaの超高圧、5000 Gyの 4Heイオン照射にも耐えうることが分かった。
以上の結果から、ヨコヅナクマムシは、宇宙生物学における多細胞生物研究のモデルとして有用であると考えられる。


